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論文顕目 A Research on Creativitv in STEM Integrated Learning Environment Based on 

Task Svecific Annroach 

本研究の背景として、北米等において、 STEM教育の一環としての K.12科学教育スタンダー

ド (AFramework for K.12 Science Education Standards)が2012年に、 21世紀科学スタン

ダード (NGSS)の構築が 2013年になされ、それと関連させた全米レベルでの教育実践の試行

等により，図家的規模での STEM教育を中心とした教育改革が展開されている。さらには2015

年 12月に STEM教育法が制定された。アメリカが科学技術工学数学分野で図|際的競争力を維持

し発展するため，そして国家的な危機を打開するための教科横断的な新たなパラダイムとしての

STEM教育改革の推進が具体的に示され、数々のアクション研究が股開中である。そして、世界

中の科学技術系教育の改善改革としての研究が股閉じている。一方に日本でも STEM教育に関

して、新しい学習指導要領にむけて、その重裂性が指摘されているにも関わらず、日本の文脈に

おける STEM教育に関してのインフォーマルなモデル研究はほとんどなされていなし当。

本研究では、日本における科学技術系の学校外での実践研究としては、傾めて新規性のある研

究で、 1年間渡米して STEM研究を推進している大学や学校を訪問し STEM教宥の本質を挺え、

それらから導かれた STEM 教育改革の実態を踏まえて、筆者が見出した STEM教育の~素を導

き出し、小学校高学年、中学校 1，2年約 20人に対して、月 1，2聞のペースで STEM教育改

革をベースとしたデザインベイスト研究を展開し特に剣道性に関したデータを収集し、児童生徒

の資質・能力に関する研究を展開した。ぞの結果、自由研究を展開する上で明らかな創造性の有

意な成長が見られた。さらに、子どもの自由研究に対する紳制liのあり方に関する研究が展開され

た。

第 1章では、本研究の研究課題が導かれる論理的な椋拠が示され、木研究の目的・回線が示さ

れ、本研究の研究としての重要性やユニークさに関して述べられている。第2章では、本件研究

に関わる関連の論文についてのレビューがなされ、領域航断的な STEM教育に|剥しての論理的

な板拠、具体的な実践研究、本人が展開したアクション研究の分析がなされている。第 3章では、

本研究の研究方法が述べられ、第4章では量的データに関する分析と結果がまとめられ、第 5itf

では質的なデータに関する分析と結果がまとめられた。第6章ではまとめと今後に向けた更なる

研究の提言がなされている。

総合的に本学位論文を博士の学位授与に値するものかどうかの判断がなされ、斉藤智樹氏の学

位論文は、オリジナリティや新規性を含み、今後の日本のインフォーマルな STEM教育ならび

に科学・技術教育学にも寄与する研究結果が出ているため、本論文の内容は博士の学位(学術)を

授与するに値するものと認められる。


